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◆ 当院の救急医療の現状 

当院は、人口約 50 万人を擁する福

山・府中二次医療圏における二次救急

医療機関として、救急搬送を受け入れて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年は、2,571 台の救急搬入が

あり、救急搬入の１日平均は７台で、最

多は 12月 29日の 17台でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して搬入台数は大差ありませ

んでした。今年は前年と比べると、６、12

月は受入数が減少、8、10 月は受入数

が増加しています。 

 

 

救急外来の受診患者数は全体で

4,434人。うち、「救急車で搬入」2,571

人、「walk-in」1,399 人でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体で、2022 年より 257 人減少。 

2023 年より 78 人減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の救急車搬入時間の割合

は、平日昼間 45％、平日・休日時間

外 30％、平日・休日深夜 14％、休日

昼間 11％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急搬入された患者は、70 歳代から

80 歳代に集中しています。 

救急搬送される高齢者の割合は年々

増加しており、超高齢社会が進む今後

さらに増加すると見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院は、脳卒中をはじめとした脳神経

疾患を主な診療対象としていますが、実

際に救急搬送された患者の主たる病名に

ついては、「脳卒中」34％、「外傷」17％

に次いで「てんかん」10％、「めまい」6％、

「頭痛」3％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急搬入された患者のうち、入院に

なった割合は前年比３％減少でした。 

今後も、各関係機関との連携を深め、

地域における救急医療に貢献してま

いります。引き続き、よろしくお願い

いたします。  
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■救急外来患者総数 

■救急車搬入患者 年齢・性別分布 

 

■救急搬入患者数の推移 

 

■救急搬入患者の主病名 

 

■救急車搬入患者の転帰 

 

■消防署救急車搬入時間と受け入れ 

■救急月別搬入台数 

大田記念病院の救急医療



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
チーム活動の紹介：緊急検査から治療までサポートする診療放射線技師 

当院放射線課は診療放射線技師 27 名、助手 2 名で

構成され、CT・MRI・X 線撮影・核医学検査など多岐

にわたる画像検査を行なっています。さらに、血管内手

術や PCI（経皮的冠動脈インターベンション）などの治

療支援、ガンマナイフ治療といった高度医療にも対応

し、診断から治療まで幅広くサポートしています。 

急性期病院での診療において、命に関わる疾患の早

期診断には、迅速かつ詳細な画像検査が不可欠です。

MRI は 4 台体制を整え、救急搬送された患者さんへの

即時対応や外来診療における当日検査を可能としてい

ます。今年はそのうち 2 台を最新機種へ更新し、より

高画質で詳細な画像取得を実現しました。検査時間も

短縮され、患者さんの身体的負担にもつながっていま

す。 

核医学検査では、昨年 SPECT 装置を更新し、処理能

力および画質の向上によって安定した機能画像の取得

が可能となりました。ドパミントランスポーターシン

チグラフィや MIBG 心シンチグラフィ、脳血流 SPECT

等の検査需要にも柔軟に対応し、パーキンソン病等の

診断を支えています。 

検査は頭部だけでなく、多くの全身検査にも対応し

ており、地域の医療機関からの検査依頼も積極的に受

け入れています。私たちは最新技術とこれまで培って

きた経験を活かし、「迅速・正確・安全」な画像検査を

通じて、地域医療の質向上にこれからも努めてまいり

ます。 

■発行  脳神経センター大田記念病院 地域医療連携室 TEL：084-975-3900 

 
チーム活動の紹介：安全で質の高い薬物療法を支える薬剤師 

当院薬剤課は「安全で質の高い薬物療法を地域とと

もに支える」ことを使命に、日々業務に取り組んでいま

す。調剤・鑑査・注射薬の無菌調製をはじめ、入院・外

来を問わず幅広い薬学的管理を行っています。 

病棟薬剤師は医師・看護師と共にチームに参画し、持

参薬確認、副作用モニタリング、服薬指導を通じて患者

さんの療養生活に寄り添います。さらに退院後も治療

が円滑に継続できるよう、地域の医療機関や保険薬局

へ薬剤管理サマリーを提供し、切れ目のない医療連携

に努めています。 

また、多職種チーム活動にも積極的に関与し、薬剤師

ならではの視点で治療方針に提案を行っています。 

近年は医薬品供給が不安 

定な場面も多く、在庫確保 

や代替案の提示、適正使用 

の支援を通じて病院全体の 

医療提供体制を支える役割 

も果たしています。 

 

加えて、日々の実践で得られた知見を学会発表等の

学術活動につなげ、薬学的介入の効果検証や新たな課

題提起にも取り組んでいます。 

さらに、ICT の活用や業務手順の標準化により効率

性の向上を図り、限られた資源の中で最大限の効果を

発揮できる体制を整えています。 

今後も薬剤課は、院内外の医療者との協働を大切に

しながら、安全で効果的かつ効率的な薬物療法の実践

と学術的発信を通じて、患者さんの健康と地域医療の

質向上に貢献してまいります。 


